
平成十九年六月四日（月曜日） 

 

○白眞勲君 民主党・新緑風会の白眞勲でございます。 

 まず、六月二日に北朝鮮からの脱北者と見られる外国人四人が青森

で見付かった件についてお聞きいたしますが、この脱北者の乗ってい

た船は、どうも海岸で釣りに来た方々に発見をされたというふうに報

道ではなっているんですけれども、なぜ日本の沿岸の警備を結果的に

すり抜けた形でこのような形で来てしまったのか。 

 日本の警備当局のそういうものがないまますり抜けてしまったこと

に対して、官房長官、何か、それなぜなんでしょうかね。ちょっとお

答えください。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 今御指摘ございましたが、海上保安庁では、

平素から我が国の海上海域を巡視船艇、航空機などによって不法入国

事案等の不審な行動を取る船舶の監視警戒に努めているところでござ

います。 

 今回、先生御指摘のように、海上保安庁が洋上で小型船を発見でき

なかったということは非常に残念なことであるわけでございます。一
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方で、もちろん我が国の周辺海域というのは極めて、すべて海ですか

ら広大であることは間違いないわけですけれども、今回の問題は非常

に小さな木造船でレーダーに映りにくい船であったということで、こ

れは非常に困難であるということではあります。 

 そして、海上保安庁としては、今後、こういった事案を踏まえて、

今回のような小型船への対策についても検討して、また関係機関との

より一層緊密な連携を持って、一般市民からの協力も得て海上からの

不法侵入は防がなきゃいけないと思っておりますが、いずれにしても、

今回、御指摘のように、最初に海上保安庁が発見ができなかったとい

うことは大変残念なことだと思っております。 

○白眞勲君 今官房長官おっしゃいましたように、今回たまたま釣りに

来ている方々が発見したわけです。と同時に、小さな船でレーダーに

も結局掛からなかったということなんですけれども、今後、このよう

な北朝鮮からの脱北者というのもやはり増える可能性というのも否定

はできないんじゃないかなと。 

 そういう中で、今正に官房長官おっしゃいましたように、警備体制

の見直しというのか、特に日本海沿岸においては、例えば海と同時に、
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夜中に上陸されてしまった場合、あるいは、今回はたまたま武器など

は所持していなかったようですけれども、それでも毒薬は所持してい

たということになりますと、急に夜中にその沿岸の家か何かにそうい

う人が来たら、これまたちょっといろいろ住民の方々も不安がるんじ

ゃないかとか、そういったことを考えますと、やはりこれあらゆる警

備体制、これは海上とか沿岸部の警備の体制というのはこれを契機に

見直す必要があるのではないかなというふうに思いますけれども、官

房長官、いかがでしょうか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 先生おっしゃるように、今回は、朝四時十

三分ごろ一一〇番通報があって動き出したと、こういう話であります。 

 真っ暗のうちにこういうことが起きて、今、釣り人がというお話が

ありましたが、通報によって気が付いたということでありますから、

今回のような極めて小さな船で、なおかつ木造船ということでレーダ

ーに引っ掛からない中で、今先生御指摘のような可能性がもちろんな

いということは否定することはできませんから、やっぱり日本の国民

の生命と安全を守るためにはどういう連携が、他の、さっき申し上げ

たとおり機関同士で連携ができていくのか、あるいは技術的にどうい
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うことができるのか、こういったことを含めて、幅広くこれ検討し直

さなきゃいかぬなというふうに思っております。 

○白眞勲君 正に、是非それを、これからも連携をよく深めてやってい

ただきたいと思うんですけれども。 

 今回のこの脱北者と見られる四人の方々なんですが、先ほど、午前

中でしたか官房長官の記者会見でも、本人の意思を、意向を尊重しで

すか、考慮して適切に対処していくということで韓国への出国も視野

に入れているということを、多分入れていらっしゃるんじゃないかな

というふうに思うんですけれども、昨年六月に成立した北朝鮮人権法

で、政府は脱北者の保護や支援については施策を講じるよう努めると

なっていますけれども、このケースが初めてになるんじゃないかなと

思うんですけれども、これから将来、政府としては、このような北朝

鮮からの脱北者が多くなるかもしれない中で、上陸した脱北者に対し

てどう対処なさるおつもりなのかお聞きしたいと思います。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 今回の場合には、生活に困窮したというよ

うな理由があって北朝鮮から脱出したのではないのかと、こう言われ

ております。 
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 しかし、どういうケースなのかというのは、やはり今、事情聴取を

進めているわけでありますから、実態をまず、決め付けずに、やはり

何が起きているのかということは正確に踏まえないといけないと思っ

ています。その上で、今御指摘の北朝鮮人権法がございまして、確か

に、この第六条の二項で「政府は、脱北者の保護及び支援に関し、施

策を講ずるよう努めるものとする。」ということになっておりますけれ

ども、それは脱北者であることが前提でありますから、そういったこ

とで、冷静によく見ながら、そしてそういうことであるならば、本人

の意向を踏まえつつ、総理も言っているように、人道上の観点も十分

踏まえながら、人権の尊重もして適切に対処していかなければならな

いというふうに我々は思っているところでございます。 

○白眞勲君 以前、インドシナ難民の場合、いわゆる条約難民ではない

ものの条約難民に準ずる処遇をしていたというふうに思うんですけれ

ども、今後もそれと同じような考えということも検討することはある

んでしょうか。官房長官、お答えください。 

○国務大臣（塩崎恭久君） それは、どういう事案になるか、ケース・

バイ・ケース、よく見てみないと、今申し上げたように事前的に決め
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られることではないと思いますが、人道上あるいは人権上配慮すべき

ということであるならば、懐は深くやっぱり見なければいけないとい

うふうに思っておりますけれども、しかし、それもやはり実態をまず

はっきり明確にした上で対応をしていかなければいけないのではない

だろうかと思っております。 

○白眞勲君 つまり、逆に言えば、実態をきちっと明確にした場合には、

前回のような、インドシナ難民のような、条約難民ではないものの条

約難民に準ずる処遇ということも今後は検討していく必要性はありと

いうことでよろしゅうございますか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） それは、場合によってはあると思います。 

○白眞勲君 いずれにしましても、北朝鮮の現在の状況を考えますと、

今後いろいろなことを想定する必要性というのは当然あるかと思うん

ですけれども、脱北者の入国審査の在り方とかその後の対応をどうす

るのかというのをそろそろあらかじめ検討する、そういう必要性とい

うのもあると思うんですが、当然、その際には国際社会と連携する必

要性というのも当然あるんじゃないか。 

 例えば、韓国や中国はもちろんですけれども、最近はタイとかモン
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ゴルなんかともそういった感じでは連携したり、あるいは国連難民高

等弁務官事務所、ＵＮＨＣＲですか、とも連携する必要性もあると思

うんですけれども、その点については、官房長官、いかがでしょうか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 当然、我が国周辺でいろいろなことが起こ

り得るということを考えてみれば、常時どういうことが起きてもいい

ように備えをしておくというのが国のたたずまいではないかと思って

おります。 

 したがって、具体的にどういうケースということはともかくとして、

あらゆるケースに対応できるように連携、今ＵＮＨＣＲ等々の話があ

りましたが、いろんな機関との連携を含めて、ふだんからやはりいろ

いろ考えておかなければいけないということは間違いないと思います。 

○白眞勲君 麻生大臣にお聞きいたしますけれども、昨日ですか、日本、

中国、韓国との間の外相会談が行われましたけれども、北朝鮮の拉致

問題に関しては何かありましたでしょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） 拉致問題の話。今回の難民の話。 

○白眞勲君 いや、拉致問題、外相会談です。 

○国務大臣（麻生太郎君） 拉致問題の方に。 
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 拉致問題に関しましては、日本からとして従来の立場というものを

申しておりますので、日韓中の中では、この問題はもうある程度お互

いに分かり切っておりますので、この問題が特に取り上げられて議題

になったというわけではございません。 

○白眞勲君 ただ、報道によりますと、今回の日韓の間の外相会談にお

いて、麻生外務大臣が拉致問題について取り上げましたところ、韓国

の宋旻淳外交通商相が日朝協議の中での解決を望んでいるというふう

にお話をしたとのことですけれども、逆に中国側では何か話はされた

んでしょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） 中国からとの話は、この人、この人って楊

潔チという人なんですが、新任の外務大臣で、アメリカにずっと長く

いた人で、対日関係をほとんどやった方ではないんで、もうほとんど

ずっと紙を読みながらという感じの人で、まあしようがないんですけ

れども。 

 そういったところで話をしておりますので、少なくとも、私どもと

してはこの初期段階の措置の実施というのが一番の問題ですと。少な

くとも、このＢＤＡの話なんというのは六者協議では関係ないんだか
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ら、この種の話で本来の初期段階の措置が延々と延ばされていくとい

うのには辛抱には限度があるという立場を私どもの方から申し上げた

のに対して、北朝鮮というのはＢＤＡの問題が解決すれば初期段階の

措置を実施するということをずっと言っておると、これは武大偉とい

う担当副長官の話をそのまま言っておるんだと思いますけれども、実

際に早い段階が解決することを期待するという話はあっておりました。 

 ただ、この種の話は、日朝間に関していろいろ、国交正常化の部会

というのはでき上がっておりませんので、第一回立ち上げましたけれ

ども途中向こうが退席しておりますので、そういったこともありなん

と、内容を本人から聞いて知っておりましたので、この話が状況なん

で、この日本との関係がきっちりでき上がるということをしないと、

少なくともこの六者会合がいろんな形で決着した後、北朝鮮という国

家を経営するに当たっては、国民の生活水準を上げるのに経済問題が

主にならざるを得ないのは当然じゃないかと。 

 そのことに関して、少なくとも中国とロシアと韓国と三国足したＧ

ＤＰより日本一国の方が大きいと、その日本という国と全然没交渉で

経済なんか成長するはずがないと、そういうことを、当たり前の話を



あなたの方から是非きちんと向こうに何らかの形で知らしてもらいた

いという話等々はいたしました。 

○白眞勲君 非常に詳しくいろいろお話しいただいて有り難いなと思

うんですけれども、そういう中、中山恭子首相補佐官が先日中国を訪

問した際に、武大偉外務次官から条件づくりとか環境づくりができる

よう努力していこうと思っていると、この拉致問題に関係してという

ことだと思うんですけれども、これって今までの中国の雰囲気とは若

干ちょっと違ってきたのかなとも思えなくはないんですね。 

 というのは、今まで中国は、拉致問題は日朝間の二国間で解決して

いくべき問題だという認識だったような感じで、余り積極的な行動と

いうかそういう意見というのは見受けられなかったような感じがする

んですけれども、ちょっとこの雰囲気からすると、中国側も何らかの

拉致に対して進展させていきたいとの考えがあるということは間違い

ないんじゃないかなと。そういう中で、ちょっと変わったのかなとも

思えなくはないんですけれども、外務大臣、この辺りの中国の今の拉

致問題に関する認識についてどうお考えなのか、ちょっとお話しいた

だきたいと思います。 
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○国務大臣（麻生太郎君） 御存じのように、中国はこの六者協議の議

長国をずっとやっておりますんで、何らかの形で決着を付けたいとい

う希望を強く持っておるのはもう間違いありません。 

 そこで、六者協議を進めるに当たって、全然関係ないこの二国間の

ＢＤＡという問題が出てきてそこで完全に止まった形になっているの

は、甚だ中国としては、議長国としては余り、自分の責任の範囲外の

話になっておるのにもかかわらず、マカオというのが中国領でありま

すんで、いかにも中国の関係があるように言われて甚だ迷惑と、それ

はそっちの二国間の話じゃないかというのが中国側の立場であります。 

 そういった意味で、日本にいて、私どもとしては、この点は、そち

らに関係のない話でごちゃごちゃしてあなたの立場が悪くなるような

のは我々としては同情には値するけれども、我々としては、少なくと

もこの六者協議が速やかに動いていくためには、寧辺のあの核施設一

連の話をやりますと、九十万トン、九十五万トンプラス等々いろんな

話がありますんで、あの種の話に、我々は拉致の問題に進展が見られ

れば協力する用意はあると、少なくとも我々としては。しかし、何の

誠意もある態度がなく、向こうは拉致問題は解決済みという返事だけ
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しかずっと返ってこないような状況のまんまで、我々はこれに一切、

参加して何らかの形で支援をする気はない。我々としては、これだけ

ははっきりしているんで、今後とも、この問題を進めていくに当たっ

て、日本の協力というものは私は必要なんだと思っているけれども、

その必要性を認めて我々の参加をというんであれば、この拉致問題の

解決と、少なくとも進展というものに関しては何らかの力をかしても

らいたいという話はこれは度々しておるところでもありますんで、そ

ういった意味では、今言われたような一連のあれは、こう行くんで、

ちょっとした態度でどれくらいのことが出てくるか、余り期待を過大

に持つとろくなことはありませんので余り大きく持っているわけでは

ありませんけど、今までにない表現が使われたということは私どもも

感じております。 

○白眞勲君 今正に中国としては、議長国としての一種の責務みたいな

ものも感じている中で、一方の核開発に関連して、今も大臣もおっし

ゃいましたけれども、中国の国連の安保理決議に基づく北朝鮮への制

裁、中国の制裁については一応公表はしないということであるとのこ

とですけれども、麻生大臣は今まで外交防衛委員会、あっ、ここじゃ
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ないですね、いろいろ今までの参議院の外交防衛委員会等で度重ね表

明なさっているように、何らかの制裁について中国側に働き掛けがあ

ることは確かなようだと。また、ＡＳＥＭにおいて、麻生大臣の記者

会見でも、基本的には、もちろん内容はＢＤＡが中心の関係でお話は

されたんじゃないかなと思うんですけれども、中国が北朝鮮から聞い

ている情報も何か多いんではないのかなと、中国が北朝鮮から聞いて

いる内容ですね。そういったものというのは実際何か、実際、拉致問

題について何か聞いていらっしゃることというのはあるんでしょうか。 

○大臣政務官（浜田昌良君） 白委員の御質問にお答えしたいと思いま

すが、まず、中国は安保理決議一七一八に基づく義務を履行する旨を

対外的に明らかにしておりますが、具体的な措置については対外的に

明らかにされておりませんので、コメントを差し控えさせていただき

たいと思います。 

○国務大臣（麻生太郎君） 基本的には今ので正しいんだと思うんです

が、今お話がありましたように、日本の立場については最初にやり始

めたころに比べたら随分と理解が深まってきたというのは、李肇星前

外交部長の後半の段階でも私どももそのように感じておるところでは
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ございます。 

 少なくとも、この間の四月の十一日でしたか、温家宝首相来日のと

きに当たっても、日本国民の拉致問題に関する人道主義的関心への理

解と同情が示されておりますのはあの一連の温家宝総理の発言でもは

っきりしておりますし、必要な協力は提供したいという旨の発言があ

っておりまして、あの日中の共同プレス発表にもそれは使われており

ます。今回の楊外交部長との話においても、ほぼこの線と同様の発言

があっております。したがって、何らかのことができているであろう

という感じは、何らかの行動が起こされているであろうということは、

想像の域を出ませんけれども、今までとは少し変わってきているかな

という感じはいたしております。 

○白眞勲君 最近、非常に中国とのチャネルというのは増えているよう

な感じがする。今も大臣もおっしゃいましたように、総理と温家宝さ

んとの会談とか、あるいは今回も実際に日中韓の外相会談があったり、

その前もＡＳＥＭで大臣がお話しされたりと、そういったこともある

わけですけれども、普通考えますと、当然、中国というのは北朝鮮と

の間のいろいろな交流というのもあるわけですから、そういう中で、
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もし私が大臣の立場であるならば、当然、拉致被害者の情報というも

のについて中国側は何か持っているのということは聞きたいなという

感じはするんですけれども、大臣はそれ聞いたことあるんでしょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） お答えいたしかねます。 

○白眞勲君 聞いたけども、何かその話が全然、どうなんでしょう、も

う一度その辺、もしありましたらお話ししてと。お答えかねますとい

うか、何かありましたら、ちょっとでもいいからお話しいただければ

なというふうに思うんですが。 

○国務大臣（麻生太郎君） 聞いたことがあるのは事実です。 

○白眞勲君 それに対して中国側はどういう反応でしたでしょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） なかなかお答えいたしかねるというのが、

先ほど申し上げた答弁の最初のところです。 

○白眞勲君 ということは、何らかの中国側でそういった情報を持って

いるということでよろしいですね。 

○国務大臣（麻生太郎君） それを含めて申し上げられないところなん

ですが、基本としては、何らかのものを向こうは持っていると想像は

いたしております。 
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○白眞勲君 そういう中で、今正に何かの情報があるんじゃないか。そ

れは、中国が独自の情報ネットワークというものを使って拉致被害者

や失踪者に関する情報を収集しているということになるんじゃないか

なというふうになるんですけれども、やっぱり外務大臣、それは相当

やっているというふうに見ていいんでしょうか。 

 ちょっと後ろの人、あんまりぺらぺら後ろでやってないで。 

○国務大臣（麻生太郎君） 私も帰ってきたばっかりですからね。そん

な全部が全部、質問があらかじめ出ておいていればそれなりの勉強も

させていただけるところなんですが、今日いただきましたところもあ

りますんで。 

 四月の二十八日に行われました日米首脳会談において、いわゆるず

っと、御存じのように強い支持というのが、日本に対しての強い支持

というのが確認をされてきておるところなんですが、今回の日米外相

会談においても、いろいろな話がずっと継続をしてきておりますんで、

今の段階において、少なくとも白先生、前に比べて話が、少しずつで

はありますけど進みつつあるかなという感じは正直いたしております。 

 何となくほかの問題にかなり手を割いておるところもアメリカなん
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かの場合はありますし、国によって大分違うんですが、私どもとしま

してはこれに非常に、かなり精力を集中しておりますんで、何となく

こっちはこればっかりやっておりますんで、向こうはそうでもないと

いうところは、かなり温度差が出てくるのはやむを得ないところなん

ですが、私どもとしては、この問題に関して関心を持ち続けてもらう

というのがすごく大事なところで、国際社会からの一致した一種の圧

力というものは非常に大きな効果を上げるものだと私どもも思ってお

りまして、今回のロシアの対応等々は、そこにつきましては一つの大

きな進歩だったと思っております。 

○白眞勲君 本当に今ロシアの対応、正に経済制裁のことについて動き

があったということで、国際的な包囲網というのもなかなか出てきて

いるのかなという感じするんですが。 

 また、一部の報道によりますと、日本政府に何かまとまったら、中

国側がですね、この拉致問題について、何か日本政府に出すような報

道というのも出てきているというふうに出ているんですけれども、言

わば拉致被害者や失踪者に関する情報を収集したりして、そういった

ものがまとまった段階で日本に提供するというようなことも出ている

http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK41
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK41


んですけれども、その辺については何か伺っていらっしゃいますでし

ょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） 今、中国政府から、正式にまとまったらと

いうような話が私どもに正式ルートで伝わっていることはございませ

ん。 

○白眞勲君 では、ちょっと官房長官にお聞きしたいと思うんですけれ

ども、中山補佐官がこの前訪中した折に、武外務次官に対してどのよ

うな話をして、どのような答えが、まあ答えは今、先ほども私、新聞

報道とかでは聞いているんですけれども、どのようなことをお話しし

たんでしょうか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 武大偉さんと中山補佐官の間では、基本的

にまず、大体、そもそも中国にお邪魔して説明するのは初めてなもの

ですから、基本的にどういうスタンスで安倍内閣としてこの拉致問題

に当たっているのかということ、そして中国との連携をお願いをし、

今お話がございましたように中国もかつてに比べてかなり協力的にな

ってきておるわけでありますから、そういった点についての協力をお

願いをして、基本的に協力をするということを先方からも改めて御提
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示をいただいて、様々な意見交換をしてきたということでございます。 

○白眞勲君 様々な意見交換といいますと、麻生大臣もまた安倍総理も、

塩崎さんも、恐らくいろいろなチャネルを通じて意見交換というのは

しているわけですし、安倍内閣がどのようなスタンスで拉致問題に取

り組んでいるかということについては、一々中国に行って説明する必

要も私はないぐらいよく分かっているんじゃないのかなと、中国側と

しまして、特に武大偉さんなんというのはそうだと思うんですね。 

 何で、それでわざわざ中国へ行ったのかなと本当にちょっと私も腑

に落ちないというか、そういう中で、例えばＡＳＥＭの関係で、ハン

ブルクで行った麻生大臣の記者会見でも我々の頭の中、我々というの

はこれ日本のことですけれども、日本の頭の中に拉致問題があるとい

うことは向こうはよく知っているところなんだと、今も麻生大臣もそ

ういうふうにおっしゃっていたわけですから、拉致の、何というんで

すか重要性とかそういったスタンスというのを説明するって、そのこ

とだけを話しに行く必要性がどこにあったのかなという感じがするん

ですけど、その辺をお答えください。 

○委員長（森ゆうこ君） だれにですか。 
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○白眞勲君 官房長官。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 先生、やはり会って話すのと、何か新聞見

て伝わってくるのとは全く違うわけであって、その真剣さあるいは迫

力、そういったものはやっぱり会ってみないと分からないというとこ

ろがあると思います。 

 一方で、いろいろな報道があって、概して報道というのはいろいろ

と部分的に報道していただくものですから、真意がよく分からないと

いうところはもう当然あるわけであって、そこで今回は補佐官が自ら

出向いて、中国側に、日本として拉致対策本部も新たにつくられて、

何をしているのか、どういうところを目標としているのか等々、私ど

ものスタンスをきちっと伝え、そして向こうも、何を協力したらいい

のかということは多分、もちろん向こうは向こうなりの考えはあるで

しょうけれども、こちらが何を考えているかによってまたその考えも

変わるかも分からないということもありますから、そういうようなこ

とでいろいろ意見交換をいたしました。 

 また、例えばテロ支援国家の指定の問題などについても、どんなふ

うに考えているのかというようなことも説明も私どもとしてもきちっ
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として、何も対中関係だけではなくて、日本がこの問題について米国

を始め様々な国との関係をどう持っているのか、あるいはほかの国で

拉致被害者がどれだけいるのかなんていうのは結構御存じでない国も

たくさんあって、やはり説明しないと分からないということもたくさ

んあります。 

 そんなこんな、なぜ行ったか、それはまあ、だんだんと結果が出て

くることによって、ああそうだったのかというふうに分かっていただ

けるようになれば私どももいいなというふうに考えて、中山補佐官も

精一杯努力をしてくれているんだろうと思っております。 

○白眞勲君 正に官房長官がおっしゃいましたように、それはやっぱり

顔を合わせて実際にじかに話をするというのは、だから、なかなかや

っぱりテレビ会議システムがうまくいかないなというのもそういうこ

とだと思うんですね、私は。やっぱり、それは会って、何となくその

辺の雰囲気というか空気を共有しながら、お互いに自分たちの思って

いることを伝え合うというのは非常にいい私はやり方ではないかなと

いうふうに思うんですけれども、先ほどの答弁だけですと、何か私は、

やっぱりそれだけじゃないんじゃないのかなという感じがするんです
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ね、すごく。何か、もっともっと深い話をしに行ったのかなと。 

 今、正に官房長官も、ああそうだったのかといずれ分かるようにな

るぞみたいな、ちょっと思わせぶりっ子と言っちゃなんでございます

けれども、そういうお話もされたわけですけれども、何か、これ以上

言えないというんだったらそれでしようがないんですけれども、言え

るところまででいいですから、ちょっと話してみてください。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 先ほどの程度で御容赦願いたいと思います。 

○白眞勲君 麻生外務大臣にお聞きいたしますけれども、一部報道で、

横田めぐみさんのお嬢さんのキム・ヘギョンさんを金日成総合大学か

ら北京大学の修士課程に受け入れ、御両親との面会を容易にするなど

と検討しているという報道がありました。またさらに、めぐみさんの

遺骨として北朝鮮が日本側に渡した骨も、中国の専門家が再度ＤＮＡ

鑑定を行う案が浮上しているとありますけれども、これってどうなん

でしょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） これ、お尋ねの御趣旨は五月の二十八日、

読売新聞に出ていた記事を参考にしておられるんだと存じますが、先

ほども申し上げましたように、これは議長国が中国でありますので、
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我々にとりましては最重要課題でありますこの拉致問題につきまして

は度々説明をしておりますので、協力を求めてきておるところであり

ます。 

 そういう立場から、中国も日本の立場についていろいろ理解が得ら

れると考えておりますので、今申し上げましたように協力を要請をし

ようという、協力をしようという意向が向こうにあることは間違いな

いと思いますが、ただ、この種の話のように、今、拉致問題の解決に

つけていろいろ中国と連携をしていく考えでありますが、現時点にお

いて御指摘にあるような、報道にあるようなことが具体的に話が上が

っていることはございません。 

○白眞勲君 この件に関しましては、先月二十八日の事務次官の会見で

も、この件に関し具体的な話は我々としては聞いておりませんと。今

大臣のおっしゃったとおりなんですけれども、ただ、その後に、別に

それを否定するわけではありませんがと言ったんですよ、事務次官が、

御発言として。私の勘ぐりかもしれませんけれども、何かすごく意味

深長な話じゃないかなと。 

 もう一回言いますと、一部報道で流れているような具体的な話は
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我々としては聞いておりません、別にそれを否定するわけではありま

せんが、中国との間では一般的な協力ということで共通の理解を持っ

ているという状況というふうに言っておりまして、これ、何かどうな

んでしょう。外務大臣、もう一度お答えください。 

○国務大臣（麻生太郎君） 谷内の場合は、何しゃべっても大体そうい

う感じに聞こえる顔をしていますから、えらく意味深に聞こえますけ

れども、それ以上のことは、谷内というのは次官ですけれども、その

種の話を特に、答弁申し上げましたように、特に具体的にいろいろな

話がこちらの方にあっているということは現段階全くありません。 

○白眞勲君 ですけど、可能性ということも否定はできないということ

なんでしょうか、じゃ。 

○国務大臣（麻生太郎君） この話を、北京大学等と話があるというこ

とになっておりますけれども、私は正直申し上げてこの話はちょっと

何となくまゆつばというか、何となくどうも余り説得力のある話かね

え、もうちょっと別の方法のアプローチがあるんじゃないかなと思い

ますんで、ちょっとこの話に関して、これが具体的になり得る可能性

があるかと言われたら、極めて否定的であります。 
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○白眞勲君 もし仮に、もう一つのポイントの、やっぱりＤＮＡ鑑定と

いうポイントがこの報道の中にあるんですけれども、外務大臣、これ

は平成十七年十月六日の衆議院の拉致特での当時の町村外務大臣での

答弁でも、私どもは、世界最高の水準の知見をもって行ったこの遺骨

が横田めぐみさんのものではないということを明らかにしたわけでご

ざいますから、その点についてはもう全く疑いの余地がないところで

ございまして、これについて北朝鮮がいろいろな発言をしていること

を私も承知はしておりますけれども、この点については全く議論の余

地がない問題だとしているわけでございます。 

 そのような答弁というのは今まで何度も、麻生大臣もそういった御

答弁、たしか私の記憶でもあったような感じがしますけれども、この

件はやはり相当慎重にあるべき、もしこういったことがあったとして

も、やっぱり慎重にすべきであるということでよろしいでしょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） これは、御存じのように、このＤＮＡのこ

とに関しては日本とアメリカが多分一番最先端を行っていると、私の

知っている記憶ではそうでありますんで、私どもの、殊にこのことに

関しては、これはかなり時間掛けて、しかも一か所ではなくて複数の
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研究所等々、病院等々に渡してこれをお願いをした経緯これありで、

私どもとしては、この判定に関してはかなりの自信を持っております

んで、これが間違っているというようなことを考えたことはありませ

ん。 

○白眞勲君 官房長官にちょっとお聞きしたいんですけれども、中山恭

子補佐官、先日訪米もされておりまして、ホワイトハウスでワイルダ

ー・アメリカ国家安全保障会議、ＮＳＣの上級部長とも会談されたよ

うですけれども、その席でどんなお話がされたんでしょうか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 今回、中山補佐官が訪米されたときは、基

本的には米国の行政のサイドの人と、あと国連の方々とお目に掛かっ

て意見交換をしてまいりました、シンクタンクも若干ありましたけれ

ども。 

 基本的には、既に拉致問題にある程度理解を持っておられる方々と

の意見交換が主でございましたけれども、基本的に現在のこの対話と

ともに圧力、すなわち制裁措置の実施というものが必要であるという

ことで、特に国連の場合には国連の安保理による制裁決議があって、

それに基づいて各国がやっているわけでありますので、そういう形で、
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拉致は犯罪行為であって許されるものではないということであり、ま

たもちろん、すべての拉致被害者の帰国というものが必要であるとい

うことについてお互いの意見の一致を見たというふうに聞いておると

ころでございます。 

 今回は、議会の方々とは、たまたま向こうが議会をやっていないと

いうようなこともあってお会いはできなかったわけでありますが、主

に行政と国連の方々と意見交換をしてきて、おおむね意見の一致を見

てきたところだということでございます。 

○白眞勲君 最近、中山さん、どうでしょうか、もちろん忙しくいつも

働いていらっしゃるんだと思うんですけれども、急に何かマスコミで、

中国へ行ったりアメリカへ行ったりしていらっしゃって、急にアメリ

カへ行ったり中国へ行った理由というのは何かあるんでしょうか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 別に急に行くわけではなくて、前々からい

つ行こうかということで、当然、中国、米国のみならず他の国にも行

くことを検討しているわけであります。 

 とりわけ、アメリカの場合にはテロ国家指定の問題があって、これ

を解除しないということを、拉致問題の解決がない限りはこれを解除

http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK61
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK61
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK62
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK62


しないようにということをこちらから求めるという大事なこともあっ

て、このタイミングで行った。総理が四月に訪米をいたしましたから、

その後ということでこのタイミングになったということで、別にこれ

で一回で終わりというわけでもなし、国際的な連携の中で国家的な犯

罪である拉致問題に連携して対応して、誠意ある態度を北朝鮮が取る

ように連携の輪を広げていこうと、こういうことで中山補佐官は海外

に回ってもらっていると、こういうことでございます。 

○白眞勲君 そのアメリカのテロ国家指定についてちょっとお聞きし

たいなと思うんですけれども、中山補佐官が、アメリカでだと思いま

すが、記者団に、米国の立場は日本と一致しているということをお述

べになったんですけれども、一方、下村官房副長官は、安倍総理訪米

の際に、その席上、ライス国務長官が、米国による北朝鮮のテロ支援

国家指定について、国内法に照らせば基本的に米国に対するテロを念

頭に置いたものであって、日本の拉致問題の解決はその指定を解除す

る条件になっていないと説明したということで、ちょっとこれ、何か

今までの政府の説明とはちょっと違うんじゃないかなという感じがし

ております。 
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 それに関しまして、麻生外務大臣が五月十七日の私への外交防衛委

員会での答弁で、この件に関して、ちょっと読みますと、ちょっと私

の方としては、私はなかったと聞いているんですけれどもと、何かあ

ったような話になりますと、大体それは元々話しちゃいかぬ話なんじ

ゃないのと。麻生大臣、ちょっと怒っているような感じで、この前、

怒った顔をしていたわけでございます。 

 これって、一体何かあったんでしょうかね、官房長官、お答えいた

だきたいと。どっちが本当なんですか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 先生御存じのように、ブッシュ大統領は、

安倍総理に直接、このテロ支援国家指定解除の問題については拉致問

題も考慮に入れるということを明確に記者会見でも明らかにしている

わけであります。その米国のトップのブッシュ大統領がそういうふう

に言っているわけでありますから、それ以上のものはあり得ないとい

うことではないかと我々は思っています。 

○白眞勲君 でも、ライスさんはそう言ったんですよね、それをお答え

ください。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 私はその場にいたわけじゃないんで分かり
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ませんが、少なくとも外交上のやり取りでありますから、外にお話し

するようなことではないというふうに思っております。 

 いずれにしても、ブッシュ大統領が、今申し上げたように明確に、

この拉致問題を考慮に入れない限りはこの解除なんというのはあり得

ないと、テロ指定国家の解除はあり得ないということを言っているわ

けですから、我々としてはそれが米国のスタンスだというふうに理解

をしております。 

○白眞勲君 今、官房長官はちょっとおかしいなと私思うのは、外交上

の話で言う必要はないとか言わないとか言っていて、官房副長官は言

っているじゃないですか、これ。だから、これはどうなんですかと聞

いているわけですよ。 

 官房副長官というのは塩崎官房長官の部下ですよね。部下が言って

いるんです、これ。ですから、上司がこれは言っちゃいけないんだと

いうのは、それもまた変な話じゃないかなと思うんですけれども。こ

れ、言ったか言わないかを私は聞いているんですけど、お答えくださ

い。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 下村副長官がどういうふうに言ったか分か
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りませんが、少なくとも外交上、いろんな話をしているわけでありま

して、それを全部一々お話しするというわけにはなかなか、事を成就

させるために具合が良くないなと、こういうことであります。 

○白眞勲君 ごまかさないでいただきたいと思います。 

 下村さんは記者会見の席上それをおっしゃっているんですよ、正式

に。ですから、それについてどうなんですかと。上司である官房長官

としてどうなんでしょうかということで、それをお聞きしているわけ

でございます。 

○国務大臣（塩崎恭久君） さっき申し上げたように、米国のスタンス

は先ほど申し上げたとおり大統領の言った線であると我々は思ってい

て、下村さんがどういうことを言ったのかはよく分かりませんが、い

ずれにしても、我々は国家としての意思を言っているわけで、下村さ

んの考えは、これは下村さんにちょっと聞いてみないと分からないと

思います。 

○白眞勲君 そう言うと、やっぱり聞いてほしいなという感じはするわ

けでございまして、その辺のコミュニケーションも是非取っていただ

きたいなというふうに思っておりますが。 

http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK69
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK69
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK70
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK70
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK71
http://miteiko.sangiin.go.jp/cgi-bin/KAIGI/swk_simp_dsp.cgi?SESSION=5647&SAVED_RID=1&SRV_ID=5&DOC_ID=3169&POS=0&BPOS=1&MODE=3&FRAME=3#SPEAK71


 アメリカ大使館のホームページによりますと、テロ支援国家に対す

る措置としては、例えば経済援助の禁止とか金融、特に世界銀行やそ

のほかの国際金融機関による融資に対して米国が反対するというもの

があると。これは米国が反対するということは、金融の世界におって

はこれはもう駄目ということになるかと、何をするにも駄目と、無理

だということになることだと思うんですけれども。 

 ちょっと気になるのが、このテロ指定国家の解除に関してブッシュ

大統領は、今、塩崎官房長官も拉致を考慮すると言っているんですけ

れども、片やテロ指定国家解除のプロセスを開始すると北朝鮮側とは

アメリカは合意しているわけですね。ですから、拉致は考慮すると日

本側には言っている、でも北朝鮮側にはプロセスは開始するというふ

うに言っている。この絡みというのはどういうふうに認識したらいい

んでしょうか。官房長官、お答えください。 

○国務大臣（塩崎恭久君） 六者協議の中でこういう文言が入ってきた

わけでありますが、当然六者並びにその背後にある国際的な共同体、

国際的なコミュニティーとしては、北朝鮮には国際的なテロなどから

やっぱり足をきっちり洗ってほしいということだと思います。 
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 このテロ支援国家の指定の基準というのは、国際テロに対して継続

的に支援を提供していることという条件があって、これはあれですね、

ミャンマー、当時はラングーン空港での爆破事件とかいろんな事件が

あって、そして拉致の事件もあり、もちろんよど号の事件もあり、こ

ういった国際的なテロをやってきたこの国が本当にやめてもらうとい

うことを期待して、恐らくこの解除の手続を開始するということをあ

の中に入れたんだろうというふうに思います。 

 ですから、それをきちっと守ってくれることが大事であって、その

ためにも拉致問題については解決をしないとこれは解除はされないと

いう我々の理解とブッシュ大統領の理解が一致しているわけであって、

そのアメリカも六者も、六者というか北朝鮮を除いてですね、ほかの

五者は皆、北朝鮮がテロ支援ではなくなることを期待をしてこれを書

いているんだろうと私は思っております。 

○白眞勲君 今の解釈ですと、プロセスの開始という必要性はないんじ

ゃないかなと私は思うんですね。 

 今度、外務大臣、ちょっと、じゃお聞きしたいと思うんですけれど

も、拉致は考慮すると言っていて、解除のプロセスはもう開始するこ
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とに合意しているわけですね。これは開始する必要性はあるのかなと

いう部分においても、ちょっと外務大臣、どういうふうに御認識され

ているか、お聞きしたいと思います。 

○国務大臣（麻生太郎君） プロセスを開始するということというのと

いわゆるテロ支援国家を解除するというのは、これは脈絡は一致して

いるというように私どもも理解をいたしておりません。 

 少なくとも、テロ支援国家という指定が解除されるような国になる

べきであるという五者のメッセージとしては明確に伝わっていると思

いますが、アメリカとして、少なくともテロ国家支援というのの枠組

みにつきましては、今、塩崎官房長官から話がありましたように、国

際テロ行為のための支援を繰り返し行っていることがテロ国家という

ことの定義の一つでありますから、そういった意味では明らかに、北

朝鮮の場合は拉致という問題は明らかにテロである、アブダクション

というものはテロであるということになっておりますので、そういっ

たものはきちんと解除されない限り、テロ国家としての定義というか、

テロ国家支援の枠から外れることはないということをアメリカ大統領

も言い、少なくともこれはアメリカから重ねて、テロ支援国家指定の
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基準というものについては今のものが基準なんだということを向こう

側からの説明を受けておりますので、テロの対象として考えていると。

アメリカが北朝鮮をテロ支援国家の対象であると考えているというこ

とは向こうからも重ねて説明が、安倍・ブッシュ会談が終わった後も

向こうの国務省から重ねて説明があっておるところでもあります。 

○白眞勲君 事務方で結構でございますけれども、実際、解除のプロセ

スの開始というのはどのような手続が必要だというふうに認識してい

るんでしょうか。 

○政府参考人（伊原純一君） アメリカの国内法によりますと、テロ支

援国家の指定解除の手続については、これは大統領が下院議長及び上

院の外交委員長に、次の二つのいずれかを認定する報告書を提出する

ということが要件として求められております。 

 一つは、当該国家の政府の指導部及び政策に根本的な変化があって、

かつ当該政府が現在国際テロ行為を支援しておらず、将来国際テロを

支援しないことを保証しているということ。あるいは、もう一つの要

件は、当該政府が過去六か月にわたり国際テロに対しいかなる支援も

提供しておらず、かつ将来国際テロを支援しないことを保証している
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と、この二つでございます。 

○白眞勲君 テロ指定解除と経済制裁との絡みでいろいろ考えますと、

またアメリカの経済制裁って何かいろいろあるようでして、例えば敵

国通商法とか輸出管理法もあるというふうに聞いているんですけれど

も、そのほかに国連の経済制裁の件もあるんですけれども、この辺り

で、一体どういうふうな絡みでこれからいく状況になっていくのかな

と、アメリカは。 

 その辺はどういうふうに御認識されているでしょうか。外務大臣、

お答えください。 

○国務大臣（麻生太郎君） これは白先生、一概にはちょっと、こうい

うプロセスになりますとはなかなか申し上げられないところだと存じ

ます。 

 今アメリカとの間で、このまま四月の十三日の期限を大幅に超えて、

かれこれ二か月は超えようかという時期になってきておりますので、

少なくともこのままＢＤＡの話をネタにして少なくともずっとという

のはアメリカとしてはなかなかのめない。 

 簡単に言えば、凍結解除というのは終わったんだから、次には今度
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は送金と。で、上げてきて、送金が終わったら、仮に解決いたしたと

すれば、また上げて、この間の五月十三日の発言でしたか、少なくと

も我々は一種の、経済制裁についてすべての解除何とかというスポー

クスマンの話が出ておりますので、一つ一つ上げてきているような話

になりますと、これは何だと、単なる引き延ばしじゃないかというよ

うな意見にまたなってくるということになりますので、そうなると一

挙に経済制裁ということになる。 

 したがって、これはまあ一種の駆け引きなのかもしれませんけれど

も、ぎりぎり瀬戸際外交というような形になってきておりますので、

今の段階で、アメリカが次の経済制裁として金融制裁をやるのか何の

制裁をやるのかということに関して、ちょっと今の段階で、これが次

のアメリカのとか、日本がやるべき若しくはやろうとしているという

のを今のこの段階で申し上げられるという段階にはございません。 

○白眞勲君 大臣のおっしゃいますように、アメリカは、逆に言うとさ

じ加減でいろいろなオプションがあるというふうにも言えるわけだと

思うんですけれども、その件に関しては、当然日米間の、あるいは中

国も含めていろいろな話合いというのは行われているということでよ
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ろしゅうございますね。 

○国務大臣（麻生太郎君） いろいろなレベルで行われているのは事実

だと思います。 

○白眞勲君 今、安保理決議一七一八に関係して、現在、北朝鮮に対す

る措置の実施状況、五月二十二日現在で七十か国及びＥＵからの報告

書というのが提出されていると思うんですけれども、今は何か国にな

りましたでしょうか。 

○大臣政務官（浜田昌良君） 現在では七十三か国、一機関…… 

○白眞勲君 七十三。 

○大臣政務官（浜田昌良君） 七十三です。プラスＥＵでございます。 

○白眞勲君 その中にはロシアも含まれたんじゃないかなというふう

に思うんですけれども、いかがですか。 

○大臣政務官（浜田昌良君） 含まれております。 

○白眞勲君 今、大臣は非常に前向きな今お考えだと、ロシアも入って

きたということだということをお答えいただいたんですけれども、韓

国も南北閣僚会合の米支援がこの前決裂しまして、やはり核問題が進

展しない絡みとの報道ですけれども、どうも最近やっぱり世界じゅう
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から更なる経済制裁の動きも加速しているような印象も受けるわけで

すけれども、日本としてはどのようにするおつもりなのか、お答えく

ださい。 

○国務大臣（麻生太郎君） いわゆるＷＭＤ、ウエポンズ・オブ・マス・

デストラクション、略してＷＭＤと言うんですが、この関連計画の特

定品目というのがいろいろありますが、これ先生、国によってかなり

違いまして、その意味では、今御指摘のありましたアメリカ、カナダ、

欧州、欧州というのはＥＵ、豪州、ロシア等々は、軍関連及び核、ミ

サイル、ＷＭＤ計画関連の特定品目の輸出禁止並びに奢侈品の輸出禁

止というのを既にもう実施をいたしております。 

 これに対しまして、例えば中国等々は、これはだから、履行をして

いるというのは私どももいろいろ分からぬわけではありませんが、こ

れを対外的に中国は公表はいたしておりません。 

 韓国は、軍関連及び核、ミサイル、ＷＭＤの計画関連の特定品目の

輸出禁止というのは実施しておりますが、奢侈品については実施をし

ておりません。 

 これまた奢侈品の定義がなかなか難しくて、柔らかいトイレットペ
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ーパーも奢侈品だと言われると、どこまでが奢侈品なんていうのはち

ょっとなかなか分からないものですから、ここらに関しましては、私

どももちょっと細目詰めている段階ではありませんけれども、大まか

申し上げると今申し上げたような状況にございます。 

○白眞勲君 ＢＤＡ問題についてまたいろいろな、またぞろいろんな報

道が出てきまして、ヒル国務次官補は、今までは結構楽観的な見通し

ばっかりお話しされている方だったような感じがしたんですけど、今

度は一転、悲観的な見通しを何かお話しされまして、どうすれば解決

できるのかまだ見いだしていないと、こう発言し出しちゃったんです

ね。 

 以前、大臣は当委員会でも、四月十三日の期限が過ぎた、一か月過

ぎた五月十日ぐらいの時点での御答弁で、新たな制裁について大臣自

身がこう答えていらっしゃるんで、ちょっと読みますと、一月超えて

何もないというのではちょっといかがなものかということになりはせ

ぬかというんでと、こういうふうに、こうおっしゃっているわけで、

新たな制裁についてお話しされているんですが、と同時に、こうもお

っしゃっているんです。どのような方法があるかというのは、これは
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むしろ外務省よりこれは内閣府で日本の場合は担当していろいろやっ

ておられますんで、これは日本で言うと財務省の話とか国土交通省の

話とかいろいろありますんで、ちょっとそこらのところの内容を今や

っておられるのは官房長官の方でやっておられるんで、とお答えにな

っております。 

 今、ちょうど官房長官、今日いらっしゃっているんで、もう期限二

か月たっちゃったんですね、これ。この辺り、どのような具体的な方

法についてお持ちなのか、お答えください。 

○国務大臣（塩崎恭久君） こういったことは、やはり北朝鮮がどうい

う態度を取っていくのか、それをよく見ながら、各国とも連携しなが

ら総合的に判断をしていくというしかないというふうに思います。こ

れやったらこうだとかいうような単純な話ではなかなか物事は決めら

れないということでございます。 

○白眞勲君 財務省の話とか国土交通省の話というと、財務省というと

送金なのかなと勝手にこう解釈するんですが、その辺はいかがでござ

いますか。 

○国務大臣（塩崎恭久君） それぞれの役所、それぞれの何というか、
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所管の法律を持っていて、それでいろいろなことができるわけで、今

先生御指摘の点は、そういうことも、外為法があって、それでそもそ

も制裁が行われている部分も既にあるわけでありますから、そういう

こともあり得るということでありますけれども、先ほど申し上げたよ

うに、何ら今、別に何か決まっていることはあるわけではないという

ことであります。 

○国務大臣（麻生太郎君） 白先生の御質問で、ＢＤＡの問題が仮に解

決して、よく言われている二千五百万ドル、五十何口と言うんですが、

これが入った後、直ちに初期段階に移行すると先方は言っていますよ

と、しかし、言っていますけどするという保証はないと、私はそう思

っておりますと、こう答弁をしていると思っておりますが。 

 この問題に関して、五月の十五日のこの北朝鮮のスポークスマンの

発表というのが一応公式に外に出ている最後なんだと思いますが、資

金の送金が実現すれば、直ちに二・一三合意に基づく核施設の稼働中

止措置を講ずる用意があると表明をしたということになっております

が、一方、その後が問題でして、従来のように資金を自由に送金する

ことができるようにしろというのが我が方が最初から要求しておる制
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裁解除であるというと、これは明らかにレベルが二つぐらい上がった

ことになろうと思いますので、こういった点の表現でいきますと、何

となくこれやったら次これこれって言ってくるような感じがして冗談

じゃないと、多分アメリカ側は、これは国務省はいいと言っても、財

務省やらまたジャスティス、司法省等々は冗談じゃないということに

なるんだと思っておりますので、私どもとしては、これはヒル国務次

官補も、これは何だ、だんだんだんだん押しまくられてきているんじ

ゃないかと言われる国務省の立場ですから、これは簡単なことはでき

ぬぞという話に多分なってきたのかなというんで、ちょっと私ども、

これ直接担当ではありませんので、この問題に関しては。だから、間

接的に中国から聞いたりアメリカから聞いたりする間接情報以上のも

のを持っているわけではありませんけれども、少なくとも今申し上げ

た状況で、私どもは最初から、二千五百万ドルの凍結は解除したらい

いという話はアメリカの金融に関する力というものが分かっていない、

金融が分かっていない人の話なんでね。これはアメリカの、それは送

金の手続ができないということは銀行として成り立たないということ

を意味するんだから、そんな簡単な話なわけはないというのを去年か



ら申し上げてきておりますけれども、今正にそんな形になってきてい

るので向こう側も気が付いて、慌ててというようなことになっとらせ

ぬかなというのが、正直おか目八目か、他者から見ていて大丈夫かと、

その程度で大丈夫かと申し上げていたような形になってきて、何とな

く金融が分かり始めたというところかなという感じが正直な実感です。 

○白眞勲君 正に今、麻生大臣がおっしゃられたとおり、結局はみんな

が何となく、ああ、ここの辺りに問題があるのねという問題の意識だ

けははっきりし始めちゃったのかなという部分はあるんですが、片や、

やはり日本の安全保障にとってみまして、この核開発とかそういった

ものは非常に重要な問題でもあると。 

 それに対して、やっぱり約束した期限からは相当過ぎていると。ま

あ一か月も過ぎ、また二か月近くも過ぎ始めているという中で、今、

塩崎官房長官も何らかのいろいろな措置の検討ということは当然して

いるということだと思うんですけれども、やはりそれに対して具体的

にいつごろまでにその辺は出していきたいというふうに思っていらっ

しゃるのかをお答えください。 

○国務大臣（麻生太郎君） 少なくとも韓国が一番融和策に近い、五者
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の中では一番融和策に近かったと思いますが、その韓国も米の輸出、

供与というのか輸出というのかは少なくとも止めるということになっ

て、約四十万トンということになります。これで、石油残り九十万ト

ンということになりますと、バレル当たりで計算して三百億以上の金

になりましょうか、そういったようなものもこれ全く止まっておりま

すので、そういったような状況に加えて、仮にロシアはこれに乗って

きておりますというんで、明らかに余り積極的でなかったと思われる

韓国もロシアも制裁のレベルを上げてきておりますというのは、これ

は明確なメッセージとして向こうに伝わるというところだと思います。 

 私どもは、国連の全会一致というのは非常に大きな意味があるとい

うのは、やっぱりイランに対しての制裁措置も国連の全会一致という

のになりますと、向こうは全会一致が出るとかなり下りてくる感じが

ありますので、いきなり電話が掛かってきたりするのは、大体全会一

致になりそうだというと電話掛かってきますから、だから大体そうい

うものなんだと。 

 私ども、まあ当たり前の話ですけど、そういう意味で、ここらは一

致団結してというところの意義は極めて大きいという点は韓国にもロ



シア側にも重ねて言ってはありますが、今この段階で日本として、こ

こまでやってもらった結果、更にどう出てくるかというのを十分見極

めた上で、さらに我々としての対応を決めねばならぬ時期が来るんだ

と思います。 

○白眞勲君 その時期はいつごろだというふうに認識されていますで

しょうか。 

○国務大臣（麻生太郎君） 今の段階としてちょっと、あと二か月後と

かあと三か月後とかいうような具体的な日にちを申し上げられるよう

な段階にはないと存じます。 

○白眞勲君 最後の質問でございますけれども、これは質問通告してお

りませんが、先ほどの青森の船に脱北者が微量の覚せい剤を所持して

いたことが発見されたという、今さっきの報道なんですけれども、さ

っきの報道ですからなかなかコメントってどうなのか、あれでしょう

けれども、何かありましたら、ちょっと思いがありましたら。北朝鮮

は、秘密工場とか麻薬の生産の疑惑ということもあるわけですけれど

も、それについて何かありましたら、官房長官、外務大臣、それぞれ

お答えください。 
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○国務大臣（塩崎恭久君） 先ほど申し上げましたように、今この四人

については警察で事情聴取、捜査をしているところでございますので、

捜査上の情報についてはお話を差し控えたいと、こう思います。 

○国務大臣（麻生太郎君） 四人の話に関しましては、武器を携帯して

いなかったというところまでは知っておりますけれども、その他細目

につきましては、私どもまだ聞いておる段階ではございません。 

○白眞勲君 ありがとうございました。 
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